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岩 石 発 破 の 研 究

第 2報 石萩山における岩石発破の研究

(斉発及びⅡS発破の写漫描髭並に電磁オ'')シE)グラフによる岩

石破壊進行速度,岩石移動速度及び込め物効果の測定)

(町仰 28年 1̀)∫2On･31･)耶)

大 川 鰍 三 ･本 間 邦 91･才I' 本 威

(旭化成 ･姪的エ).･i)

1 は し が 手

前喋石の磯附 において,ミリ七つンr碓蝕 (以

下上IS確技と'祐す)は従来の斉発発破に比して一号之に

(1)党pkにfT･ui帽.亡謬始'L小さい,(2)常石の戎故の

=･安か小ごい.(3)PtJtTtL･-LJJ､さくぬ狩=･れろ&.{{'の利点

が望めJ_してい'-)｡ニTこうな斉発発奴とユIS兄8!iの

発破敏リ!の先払をためろと共に両者の公才i故fj出花の

監弘を瀦 !十くく,昭和27年8月大分幣nt久見市の小

町mセノント7和久比T:B潔石喝においてLl砿ポ発鵬の

怖父親キ亨iった｡即ち突放埠の岩山に払池此カノノ･

飾迎かノブ.甥速かメタ,電昏オツシt,〆177を騒 人

してal･貯:D岩鮭や人きた岩石を使用して斉発発破軌 こ

.WS稚巧に1ろJJl石地哩の苦行'j:況を笹夢1000-3000

Enのh'盟性ilG;1/ifうと共こ電蛋ナツシ℡ダブ-Jに上

ち,岱石にLろJLILie;菰野 f逆打,SI†I'7■移動 (穴

目し 過密を13托した.又,rllti浸すツシE･て発破の際

4'込め的功刀とも淵ラヒした｡

本線では花油は粒形頗軌ミ寄合1-.摘品川架 なかっ

た｡別の払i･に止ることとした｡

本3:晩iて小野四七Jント浮久見工均及び竹崎軌の

絶大なら御協力の下に行われたものである｡ここに記

lて好む上L)感謝の江を表する｡またひ8多忙小尖泉下

-)=実験を糾柳鞘Rtlった東京大学山本教授.油7柳 沢野

花'由.-曲に欲目r川に.Tl:I)放しく抄出にて紺旨将をPi'つた

rJ攻 入甥邪弘次矧こ按く感謝するe

瓜 実 鞍 期 日

昭和27年8JnSt3- 8月31日

Ⅲ 実 額 場 所

大分聴和久見市中野田セメント 持久見-I;棚採れ頓

珊 均の一部は'JqiX-〇･1に示 した｡茄1粥のAの

〟

43

才t白 星 食 塊 三も虫

茄分叫iL' }山>-0.1才黙､に孔Ji5.5m円転p里孔?_,
御 用1.5-2mでLu-20本穿ち,斉発文▲lIS考的み
かけた く大戦tq実よ),そして60-80m勺粗 に防違
小hH り81X'tJ.6)をr･泣きこQl巾に鼓柁静仏罰を入れて

光放 した｡また弛嶺の状況を婆に詳しく一班亨1-ろため

に郡 1はの13部分 (琴RITo･1の欄 )に孔長1-1･5m.

才u川柳1-i.5m,孔故4-5にて芳滞碓政文は〉lS労政

を行い30mの折紙よ()惣彰した (小瀧設謁取)｡

rT実矧 こ朗 した鵠械器具

絹辿此 JJノブは既報')16ミiI前出館所動野田顔,ll;1

迎 カJ(クは16ミ リ･シネサ クラ (触砂16的),笥辿 JJ

ノブは クイhに摺辿 レンズを附 して蚊JIJLた｡屯飽 サ

ツ5,I,gリ ンは漸嶋 3ェレメソトてあろ｡それらの

一･飾 はりqiT(〇･5に示 した｡

Y石衣岩の性状,使用鼻孔琴,使用火薬類

(1) 耳i鉱封 硬度 :シ コ7-61-65(背功の硬

さ),比7R2･7,班 :任結晶質

(2) 位mした穿孔宝の径及び長さ

43
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イ) Tt孔 (20尺前後日 n リと姑 L)附け,また,その附近のLt肌に

Il別 1段 2段 3殿 Ll段 1枚の飼)'T･(巾5cm,長さ10cm)を肋

長さ 2′-5'～SJ 7′-5ケ-10′12'-5''-15' 17′-51-21′以上 E).他の1枚は地上上L)梅の光にしっか

lf捲 1･きi〝 11.51'57 1･,'I〝 11沌ケ L)と附けて岩肌の掬片より少しく渡 して

44

ウ)抱孔 (小判1用
長さ 2′-0--3'lo†,長ILd 1/

し3) 蛭川火薬繋

旭化成懲罰幻ダイナマイト,昏ダイナマイト(サイ

A'は25rnm,75gのもの)

日本カーリ･)ト丑監扇カーー)'ト(サイズは25mm

56･25gのもの)

旭化成製.lIS艮莞･TIi気笛甘,段間指は15.30,40TnS

のものを虻mした｡.

1了察賢の遠類及びその方法

(1) 斉発発取と1IS夢邑敵との発破効尖の比較 (大

塊故実額)｡

筋1円Lt堕Aの部分を/&別 して孔長 5･5m,孔問晦

1.5-2m,茄,1億 抗鞄1･5-2rr),製菓丑1･5-2kg/孔'

孔11110-20の-)淵醍発破を行い,岩石の敵陣琵'飛散

一引払 按LiIrl等を測定し,斉発発破 と1rS発破の発破

効果を比較 したO込め物は穿孔粉を用いたo

a;験した段糊料は15,30,40msの3観鞍であった｡

当郷 土クイー.･-を位用したが'出陣したため延等法式

_llS段発電(.7.雷幣を位mした｡

(2) 斉発発散とMS発破によろ岩石敵を進行状況

の琴爪出影O

芥確孝之取 とlrS発破による岩石破壌進行状況の差異

を耶明するため(1)の大坂挺笑顔をT3'･う際その破珪進

行状況を60-80mの距顔よE)筒速度カ メ･-/にて毎秒

loo°-2000杓で撤彰したOまた同時に常連ilメ タ ,鷲

追 ))メ''/でも城野した｡琴好1-0･9-1Io･21に望遠レ

ンズで投影したものでちI)･発破巾のものは 1/500秒

のシャP,JJ-である｡

なほ政孝話蛙行の状況を更に讃鰍 二位繋するために第

1知Bの岩壁を虻田して孔長 1-1･5m,孔籾 1-1･5

m,礼,{IJ～5にて斉発発破叉は)IS発破を行い30mの

近押韻より脚 0岬 の高適齢 こて男影した (′)､淡琵

実章毎l℡

(31 局透せ Jシログラフを佐用してだfr:藁による岩

石敬=TB娃行遊資及び岩れ移動 (請出し)遜賓の溺気

前1モ53Bの岩宅を使用して了子つた(2)の/J､溌撲実数

を謁逆位粒彰すると弛 こ琴星ドo･2に元すようにを小

鼓杭輪附近の岩肌に錫箔 (厚み0･006-0･008mn).長

さ30cm,巾3cm)を抜7行列七メンダインにて ど･}タ

t̀T.て'岱管は矧畔上L)hJi筋の切断する追及L.(2枚の預

片が抜馴 -,-一迄の噂糊をr1位rJ･ツシログタフにて溺:b-

し.夫々の職印で堤心上L)公許迄の馳 2攻の三郎†

閲の職 を読･して駄小磯洗斡附近におけろ岩石敬呈題性

行の蓮控及び岩石の多血 (矧llL)迅好を37:出した｡

(･I) 電磁寸ツシE･ク●ラフを故別して籍取の襟の込

め物初男の･&掟｡

岩壁又は-)(きな岩石を肱川してT'lj一孔長,同一班毎

鹿の孔にて,粘 ヒ, 岩扮 〔糾 し粉で砂鮎 7､),水を

夫 込々め物として.その孔 に=こ紬弼(TF.み0.006-

0･008mtn,長f･10cm.巾2cm)を前述rJ排,/'~日 と

方=包 iith珊 壬つ畏:atl趣 致
(末.さrTL蓋-5引巴科した叫)
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新 の監矢を托討 した｡これ らの小,拭 出 の柑繰 l･.芥発 新 調

･岬 , 3JS9回の勉 艶 にそが ‡ 臼 ･を,芥 3珂一節
155il, 写 典 yo.卦._TIo･21に流した ｡ 巧 E!>'0.9-Ilo ,

1,1迄 は 和 ,菜薮中,芳取扱と4枚 を 】瓢 こして示

し ･ ･T(〇･15--Tf〇･19違二三軍政中の耗記1_,..W に流すた

め 芳 取 壊 は 省頂した｡yo.20-i-0.21.主菜的 lIlの与を

(1) llrl輔C'}頂き20m

,孔約9(2) は 115m,,E-1･5m,孔i主5./ITn.乱作.'4O-.50Tnln

(3) 此慾艮qr 糊 161516151415171615本 1
O,725kgOOO

OOO0OOA-1)'Jr1518201･11513i一l18日 7.93mg
㌦ 18･656k

g(･J 菜･Ti･3 釣J-Oof,1号1
)火弘比川Lt.柑10g'5 岩石の飛散に大きく拘0.

8亡のも,Db;25mの
節まで買1=｡
(6岩7,-0大ノミ

0
.
5-1こ のもの･･-･･･5Fl,0,5tのもー?････.10r弓

f主に小三1更正の望たし

(1 洞野の高う2 2m.孔放6不

(2)I-1･
5m,
a-1･
7叫孔哉4.
8m,孔f
f
.
:lU一一30rnm
(3)袋盗丑
稚 ダ"･-イト2 00呂2012q lqlqM l･R.775k

g(.I) 段叩偶 砂時 1-,5 30日9

5-'6 LLOnl.q(5) 岩 石

の飛散は15m以内(6) 岩石 の大い さ火 車引王

非常に小 さくナ･{て小'.切の礎なしナS三 吉 ･ モ 隻 でL

t･ユー.)BSNo-ll ′ ∴ . . .‥.･○‥ooン芦

TJ 亘p5 ､三Ii, 同芳J>高三 2知 ,託T
u羊2 1-1.軸 A-1血 ,孔長1.8m,孔ti30-35nm

3 芸 芳 竜 45 2-1･)r 107

Ⅷ0915011日〇10150劫 iCil一生ほOe3
6一...1015若 朋 -･･.･

･･.-I-････15-02軸A_

--}卜･-････････････&j94生長 oヽ.こ 一jI

}iITntOqJ1608日O王010は15053

計 23Jlgkg(1､琵盲敬 均550t.こき･g九重位

田立 J2gr5 LH)7-D釆故大で7Dz

n三=･読んだ6 岩石 の大 .･ミ抱えStの も.D･･-,l C ,1-2日7.1〇･･.･･

6日0.5-1このia ･-･･_q日,位に小罰J)i--IL

ff 五 ミ陀 つ-}ド至畢 _い

1-llaTや盲

tB あ(1) riり粕の試 320m,孔
懲18本

(2)L1-2.
5m,
L
･..p-
2m.
a-･-1･
7771
(3)孔正5.4Tn.孔羅30-30mm
(4)段tlq洞秒畔すべて30TnS
(5).f
TtTlの火いさ;一缶に小で/ト' RとJZkt･するt〟･･････2-3臥位に小幻の繋,IL～-巳 さ き モ 三三_rJJ

31 ､･･三,I I 一13? 二i∃iつ

つ(1) 13-3･?'5;22m,

五五8本(2) k L5m･)~1･7m･aB-1伽 ,見怠 学-35
■◆

(3 望･盛gh _

新 円カーやII 本川011501016C11nr)OFJ鳩OEJ1101

5150151305駈 7-A-i
,1/ 8･55

1

rg5.062kg

(i) it.Lb
-
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(4) 長引3偶 砂等 1-･5--･･30m5,5一･g ･･ ･ ･-JOms

(5) 諜Ti星 tJ･JJOOL,i-S D火･E収用最35g

(6) 岩石の梢故は15tn以内

(7)岩 6の大い 3;すべて小潮苑銭の要なし

り

り

叫
り

漸

′＼′t′tカーtJlrLJ郡の苅'3

277Tl,札'iXJつO林E-1.8111,LL-i.8叫 孔滋 ･J.8Tn,孔裾30- 351n

牡荘1'.t
桐本1 5

0
18

15
0
16

16

0
15

15
0
15

は
0
1

15
0
17

15
0
18

15
0
21

15
0
18

10
0
㍑
新例･

･･

･
-･･

･･-I10.
95kg
p-I)クト-･ ･--,････9.

45kx'
合計20
･
40kg
(i)長引即耶抄時1-53伽一号,5一･
10
･I
Oms

(5)凍下品釣LI OOL.L
塾D火整地用尽50g

(6)計石の血相三15m以内

(7)砦LGの大いさ

05t以1 :ですべて小 '5gの習 T_･

LⅥ;=E

=

&

′ー

′ー
･

′t

) )-I)

川部の謁320rn,
孔B(11本

(-1.
6m,

tl

-1.
7m,

孔退 5.2m.孔雀 30-3

5荘'3

5一正桐

15012加0212001920019200202001820021200162002123015ほ01
邪 桐 - --- -･･115.975kg
カー1)n ･･･ - 5,L16

2kg合計21･437L･gトI) 段けIJ悶
砂時 1-･5 3LhLq 5-1040ms(5) 採-Ff斌 7･50t,し艶 り火整相inu.と3

6g(6) 岩Tiの伯牧は大作umJI).内(7) 砦
Eの大い さ;約0.5Lのもの ･ ･･-5-6脚0.5t以下のもの15-20阿他は小潮の顎なし

(2)I-1･
7m,･
L -1･

7 m,孔長5･･

ltn.孔で 30-35nユm(3)

茨葉鼓新 樹----- ll.25kirカーワット ･･･････-･-･8.9

5kgt,計20.20kg(4) 摂関閑砂時 1-

･5 307rlS,5-･lO･10ms(5) 採石蕊 約450t,t豊 1)火'E他托ll'lt･1

5g(6) 岩石の飛

牧は大でfi]Orn以内(7) 怒石の犬い

さ0.5t以内ですべて小柳のlAiな

し(1) lほ周 ,D拓き 2･1m.乱数10本

(2) I-i.7m,A-1･5江l,孔長 51加1.礼+i30-35

皿 iIl _

(3) 繋要

phd薪 欄 160
カーVワ ト 16 不160181602110iq16018150gl1602116018

1

602116
0
7

新柄 -
･

･･･-- ･･ll .
925七g

カII )ツt･.･ ････
･ 二

･････ ･9･
67 5kg

合計 21･600kg(i) 段間捕砂時 1

-5 3Drns,5--1uJOms(5) 岩石の飛散は過大で15rnf在..全等如勺に見て1

倍BJrに集 まって落下する仰lL'IJ

があ る(6) 岩石の大いJl殆んど0.5t以下で小

判の顔なし糾う包 ミ･ほ っンド･態-歩 く即一之

)(i) 同部



六 川 卒 rul 石 本 左',i'rT 准 tR E') 折 妃 .17
(7) iL.LKlの火い1.T<て小網の却なし

羊 毛 背 反 (71L-て)

(1) F抑 ;のtS3 17111,孔Ft9本

(2) I-ISM,A-1Sm,孔点 55m,札電 30-35

(3) 戟iEt虎

群れ1け 2120】8201616201616本
'= Ooooooooo
p-サハ 1719L72L232Z1818 1p-サノI

新 糾
A-g.Jr

2225kg
.lfド占LL･

介-Jr21113kg
(-I) 畑TElt.t 約60t)i.t峯り火茄は糊故35g

(5)AL.Iity)押出状77tは滋大17-18mまで飛石があ
っI=

(6) 茄T;〟-A-いさ.釣ユ5t･Oも,D l由,2→3
tlウLの 2卯.1.-15tのもの 15､20

臥 他は小潮の】匹なし

(1) nZ17㍍LO祇さ22111.孔散5ニー.L

(2) ∫-lam,,I-18m,札長J8.1-,孔望 30-35

(3) 紫苑訣

祈 朋 1116151116jj: 5625kg
OOOOO

カ-IlrlI】0813ユ2 303Bkg
/J抑 8665kg

(1) 121n洞 抄坤 す <て30nu

(5) 裸Tl吐 約2SOt,t当り火茄比用星31g

(6) タ.L71'の庶政は10nl以内

(7) ま■.仰 の大い3,非常に小1くすべて小甘liD嬰
T1し

i･iJの此桝 恥こてi'1㍍ 1たu zlは
(I) lWS発恥土方充苑地に比し-,hlに

Lll対敵に仲)腿℡及びT言動が小さかった (ZIRl奴を

行う際.llJを締I)デに山J-に芯は雀しているとT言動の′1､

さいことがよく髄められる).

(ロ)苑敵の襟のLLイTの飛敬の樫汐が小であろ｡

hl公石は小さく破好さ7LていろQ

的 写qlから)lS光政では造次引取 ･て起る短砂時

I;"編のIqh'発のため,先には托した旬,yfの岩石は段々と

小さく叩けて7守ってしろの,が見られろ｡

(2) 斉発発取では坊零の爆発終了時における想ZTu

の火き引王.野村3:I)見ると-誠に.tIS発破に比して

ノ､きく,この-Jtささの31三落下するO

(3) llS確俄で岩松 :小さく1_-る理由に某eてほ別

に考とiLたいが.祇魂iE脈 の括月ミiI)見ると.lift.

の途中u供 して小さく柑けらというようなことは如IJ

か .ようであI).横死軽7時に蟹に細かく取勤 :いっ

てirLJ箔Tの途中にこれらが建jl屠れにT=つて小さく

なってfTくのが比L･,れろ｡

(,り iJAThb 畠はhiSタE軌 こおいて,丁上質2段t=l

が勝発したところであ7m i-2の段1u姫掛土30ms,TTalTM
榊は2m'孔姥 lSn,1･1小抵抗扱171Yl.8き,R'血 1は所

以1.275g+カー1)yト1,0691,.2は新開1.2tXほ,+カ

ーッ/日,)25gであろ｡

那 1亡きの燃料受これによろ私繋がどの程弛 行して

いろときに茄2JrRnがは発しているかが1く分与｡

(5) ＼TS5lT椎の効力!-は.rm 個 15.30,JOmsのRIJで

は芝鵜は証められなかった｡これ以外の蓉埠はJ?河は

推考kLIJ.かった.

2 TiL.鼠十yyログタフを使川して廼賃によろ･AenLT;

T抱勝甥･曳及び射石移加 (神山し)越野の 湖 rje

弄5E宛字払 ＼rSプl恥 二J:る'al石吸渉RFTの状況を.?I

J辿帳カメクで触it53す7.,と共こ頂想ナノシi,ブタンを川

いて･1･主小ili杭拓鮒班におけるhLTi破班独行迎諜及び

JLL才l諸動迅腔を.IEl.iifした｡

力出は肌姓 ＼ト(3)にaIべた姐L)でち石.11Ju した

'J.′ク.,〆ク･,･の例はiJ瓜Ho3..Tt07に,J=した.

恕77の叱磁払fT迎乱 撃動産軒 三岩石の蛙iJI,舶張

払 球心上りのFE腰,込め物等に上って異なL),LLR.む

附迫でZ瑚 常に過し･でもろつかを小某誌竣附社で沌地

の71淡rEllJi-,711たも11とは郡 1炎のようであ7,｡
こiLL･'の鮎3;王をん･-Dと,韻箔EHJ.tの切断折蔓郎脚帽

の訳真言′土あるが,この突故の範gElでLJ五穀小坂拭脚fI迫

では取壊迎好は概ね10C-200zr)!secである｡而してこ

川三LlB･LよIJのr欄 Jf畔朋で除した平均撞喪でさ,I)

Lhl･LJよLJのY..q軌こよって急激に降1{すると=6-Lちと湘

IJt}.E'i附iFC,(土yIほ:LとAlに掛 ･ものであろう.

3屯磁ナツシ.3〆77JLr･絞目して発破の際の込め

物助封土のinrJ-i

JJ放!輔 J速11-(りの遡りであるDこのようにして了1J

られたナyシLrグラムの1例は写g!1703に荒した｡

このEJ瓜でlrStlf腎の掛はIB竹の鐸突棒を元してをt)

1,2,3のところで1(2,2環,3環が規子としてしろ｡

込韓句Zl土の椀は赤 ヒ(柿土l,九 石粉 (公設)のとこ

ろで大 込々め物の矧 11時を/読Lている｡包Rnj'行の餅
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那Ⅰ7< 丹野I=よもS:-fi-城 主行Bldl入T}rlTiのtlaA唯

甘酢 もと小 舟心_Iji坊切 抜2*赴行 Jt心よ 婚)r何!さパ接 11..tl'のTL
kサ 孔Jliti"酢星空崇雷鳥の半E,-星空まの-顎O-I-事

cd .gJa i-,.r(印､.､叫 ,:iJ㌔ .nd r(叫 誌 ,
i-131 33特上 60 J5 2.1 21･1 60 2_0 55 16軌

2 ユ12-1 39 25抜上d406_166

3【::: :≡ :5芸:: ≡ :こ .:

J ;:;三 ::: ≡誓 芸 器 16:2 こ

蔦 ;≡ ≡ 誓 IL≡ 望 一三 ≡
7･l

Bに ;三 :≡ 芸 誓 luPO IL: {, u5

_rl13-I 63 5 着 J. 50 50 2･6 1望
LJ132 63 25 '.T' 50 50 6.5 77

8に:i… 芸 :;警 ≡ ≡ 三三 忘

l｣olICC

'】

mILe-

lSIBS空qJモ孔1-
2)297tnか2-31268

-rn■Rln.
1rrd̂.r

二【岩
-1品㌢
I?2TlnS

_

l買崇だu

しエJ Ll 'JaqLたVE頼r イ ナ † 1 トのJrイズに 25mm.75t･でもも ■2LilJlはの1If)とは守九fl
J>ことである●

(甥tr;の折別E=貼った包活のt'J断特を荊していろ｡ これ上Il比,-JとTLTTかmT3してから込や伽 Ij洲 こ

こqJ上iにしてruられた捌 土は抗 2炎の 上与であ 刃び川ろ塩の吟Ell土.';僻 ,批1.,水のi:Jfでは.こ

…摘慧雲芸4サNP13.75.3

E3E3:

の収に小であら.JJJA-,J/iE)
は孔外に勺Ltm十iZl=▲ti.

那2AiiyHb力点さ書IWZJl'_-
申してい7..
込J,什†ilt.
外に吹き川7.
iEJ,/
特ml

管

(

T

n

J

,
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日

だ芸芸

,
旬窄
:T

L

l

,

i慧品諾

<

i.≡望遠完T

t

bf芸
.

?

.

蕊

JJ!は人きいでも7}う｡

水のqrlTlillL<川Lは掛 ･十耽 (婚 拓5.人でも

ろかTJ珊 允Rl三火きい.

lt JS 旭

日 ) T持 ちの兄dE柁17▲ニおいて.斉発モ牡とユlS

租 の棚 欠･.五九-_,比teL.これらの巧nを,I.:L

mih

淡

管,,‥㌫

●ヾ

;i
I.IILnP]Jメ･▲.→lE-]丘V81355針箱8

Li1

-
｡
･
7
雲量ふっ宕ご

如 したfRrイナー 1 ト ウ十 fft=
25叫 75gのtの

枯土にn く免れほは同 上事uもItqr･9L

才幹に書見tiで抄in 入せもL･)
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2 m 官設とユIb喝破カモ】た王昂とX迫左■J

タ､甲jI>I7てか し鑑エJZ桝P/LAT沖,屯特攻

iP_を放せ した.

3 屯Sf1i- T}7を8EJiJしてil･Jtintfm



irlJこおけ･-.ぱ質に17Jf■,L川11g517_行削ぎ,JHLTi移動

L州Illい 迎LRtをLWijTた｡

(4) 朋 *･/シL･ダ77Jf姓mLて r叶--孔jIr.

(.･トさび Rtの孔にて犬4'uね (穿孔Si),Tn 水を,追

Y)軸として;打幣L写卿亭上l)込PL'手放 ILi特進のril川J,･油

ljilして込Pu執旬5托をIt指した｡

抵L)にこの人配転な:j湖の茂行を維細が Lた,tlJ7F~[
相プJ‡･ytrl{ Tナ一日制も 瓜覇那!.tl'1刊Jl.lJd･..

pt熊m蔓.舶瓜稚1壬その他の l訂JJ)W .笥批稚粕を1.i;

;計｢ろ.'また'j:醐仰 "Ll■弛外その外■lf榊■偶作/r･1tl当

さJLAt朝'･･rrl淋 -/'tiLTl'ろよう～5))芸LLl_汁.X淋 灯 1-

にSL:人 Ilく謂拍対1'叫Il■■i lE-'liは LLIJ.IJ油を農.･IrJL.

建lニ好かれた7EHl*-.銃刑肌 偶 JlのJe人の13ノ)に
JL･L･上I)盛謂q)x2を)きする｡

(Lip-'7やtulH川 iL17'芦Elけ､会Jこて苛〟)
文 RE

ll 大川的=-: LtLAZIな･lRl

写 革 日 次

NH 1yi'塀柏の-･部

･ヾ･･2 AaLjd熊紀進行'];蛇Tと-I.%LTt潜動弧町の.AIL.L･冬印

NtJl込め物旬黙ノとびQを雛 fiJ出.TF測施も的!の11q

Xu l込dTLJ拙句37.L珊fA.の例

hTl･5 1′.-]迎 肝 カノ?/とびTti盛 +I/シ‖ 〆 ク -/

NL･rJ V)J壁′仙皇

hTL･7号汀詞ヒ妨Iu繊拡測定もtJn!の lL拘

＼o tl llS獅 ヒ(2TILlが鮮宛したとこ7,,l')3Dms青臭)
No tll汗党光取 (5W<机)

No か2 , (ヴ帥'{小 シJ,プ9-)/FIW扱)
NU fr13 , (矧托菅至V)ll;)

Nn 9-J } (発破緑の';.LTi)

.Y-,10I-i ＼ZS発破

.Tl.ILトト--l 芹柁有印ヒ

X.‖ 2-t→-I llS碓PI{

＼olトト I 7fJr正光枇

XlIl･11～i l1S発ti王

h'u15-t-2 llS党的

＼ot6-)-2 TヽS父娘

:1017-1-2 ＼lS先的
No18-t-2 ＼lS党峨

h)柑-1-2 1rS光!杷

:(02LI 汗宛先tlrt小

X'L)-21 -TLlS文相 J,

49
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